
横断図

交通安全施設事業 主要地方道 大沢西宮線 〔神原〕

事業区間 ： 西宮市獅子ヶ口町
～北名次町

総事業費 ： 5.5億円
内用地補償費 ： 0.8億円
事業期間 ： R2～R5
事業概要 ： 歩道設置、交差点改良
延 長 ： 300m
計画幅員 ： 8.5m（12.5m）

出典：国土地理院

事業概要

現況 計画
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神原小学校

大社中学校

西宮六甲線踏切

甲陽園道踏切

水道路踏切

北夙川小学校

甲陽園小学校

(主)大沢西宮線 延長300m

【現況交通量】（H30実測）
自動車：7994台/12ｈ
自転車： 335台/12ｈ
歩行者： 628人/12ｈ

(都）建石線
延長1641m（4車線）

（～H20）

工種 R2     R3     R4     R5

測量・設計

用地補償

本工事

：県事業区間

：交通量調査地点

：阪急甲陽線

：県道

：公共施設

：踏切

事業目的

①歩行者の安全な通行空間の
確保

②西宮六甲線踏切南交差点の
車両輻輳に伴う事故の防止

事業箇所

（夙川学院前交差点）

夙川学院前交差点

夙川学院附属幼稚園

住宅開発
(430戸)

現況写真

出典：西宮市地理情報システム

①現通学路の状況

神原小学校

事業区間
L=300m

凡 例
：県事業区間
：市事業区間

：市道

：通学路

：事故発生箇所

：県道

大社中学校

甲陽園道踏切

住宅開発（430戸）
による通学
児童増加

事業の必要性・優先性

交差点詳細図

市道西188号線

市道西814号線

大
沢
西
宮
線

（整備前） （整備後）

：踏切

右折レーンを設置

西宮六甲線踏切

夙川学院前交差点

中央分離帯を設置し、
車両の輻輳を解消

甲陽園道踏切

神原交差点

：阪急甲陽線

交通事故 24件（H21～30）
（うち歩行者関連3件、自転車関連3件）

通学児童数
160名⇒360名 ① ②

①神原小学校や大社中学校の通学生の安全確保のため、阪急甲陽線
の踏切前後の歩道整備が必要。特に、住宅開発（R3～R5：430戸）によ
る通学児童の増加が見込まれるため、早期の整備が必要。
②西宮六甲線踏切に近接した危険な交差点での車両事故、踏切閉じ込
め事故を防止するため、市道改良事業と併せて交差点改良を行う。
［踏切すっきり安心プランに位置づけ（歩道狭隘、通学路要対策）］

大沢西宮線に中央分離帯を設置
→交差する市道西188号線の直進等
を遮断し、輻輳を大幅に緩和

踏切と近接した交差点で
車両が輻輳し危険

市道西814号線を
対面通行化（市事業）

夙川学院前交差点
に右折レーン設置

西向き一方通行

阪急甲陽線

平 面 図

市街地から甲陽園方面へのアクセス確保

後方のトラックが踏切を
通過し切れていない

②輻輳する西宮六甲線踏切南交差点


